
( 4) rものJとかかわる姿に合わせた子どもの遊びの変化

圏内を見渡すと，子どもたちが様々な「もの」に主体的にかかわり，好きな遊びを

存分に楽しむ姿が見られる。年少児，年中児，年長児での遊び方は，同じ「ものjに

かかわって遊ぶにしても 様々な姿が見られ これまでの経験を子どもたちに生かし

ながら遊びを進めていっている。

保育者としてどのように援助していけばよいか どのような環境構成が必要なのか

について明らかにしていくために，私たちは，子どもたちの遊ぶ姿を追いながら，ど

のように遊ぶ姿が変化し，発展していっているのかをまとめることにした。この表を

まとめることによって，子どもたちの 1年間の遊びの流れや 3年間の遊びの発展につ

いての目安となり，子どもたちの遊びを予想したり，計画したりすることに役立てて

いけるのではないかと考える 。また， rもの」とのかかわりを通して子どもたちがどの

ような姿を見せ，どのような流れで自分らしさを発揮する幅を広げていっているのか

についてもこの表によって捉えることができるのではないだろうか。

子どもたちが年間を通して楽しんでいる遊びを次のように 6つ挙げ，子どもたちの

遊ぶ姿とかかわっている「ものJを記録し 1年間を通した遊びの変化をまとめた。

これは，子どもたちの遊びの一例であり，遊びの中には，年間を通してじっくりと遊

び，繰り返し遊ぶものもあることをおさえておきたい。

(ア)室内での遊び

① 空き箱製作

② ごっこ遊ぴ

③ 大型積み木

(イ)園庭での遊び

① 砂場

② ぶらんこ

③ 鉄棒
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空き箱製作① (ア)室内での遊び

• 
W E E I 

ノ

、1 2 1 1 1 0 9 ( 8 ) 7 6 5 4 

O 友だちのつく った ものを刺激に Lながら，自分 、
のっくりたいものをつくる。

ro万五τ瓦次支獄r.:.~子百 1 ・阪駐姐・・・圃圃・
r>.っくりたい」等の言葉聖慣 l ・脳醤置・画・・・園・
þ て品聾正措貴重量姦淫 ~ :-掻き彊E

lkfLt:7S部 JFぷ ゑ慾翻 l園圃園陸鐙・
分がつ〈

つ〈っている。

自分もつくO 友だちのつくったものを見て，

ろうとする。

L暗示RT8:
:持ポぜてJ等。
l露骨らう 自分-

ilぴ保育者6

iatら。つZ71EU

O 家庭での生活経験から ，箱と箱を組み合わ

せて剣や魔法の杖をどをつくる。

箱を遍ぴj亨画ヌ主主
テープで穏主絡会、事
tt，て点1)や魔法の杖な

どに見立てて楽しん

でいる。

/
ち

J

，
〈
く
く
'

P

"き箱 ストロー
平テープ ベットボトル
ロ ルペーパー;ι
紙輪っか牛乳パック
セロハンテープ はさみ
ガムテプ

一空き箱 ストロ ー
平テープ ベットボトル
セロハンテ プはさみ
ガムテープ

ふ;

姿

遊

年

少

児

(セロハンテ ープで

も付けられる大き
さの)空き箱 スト
ロ一 平 テ ー プ
セロハ〆テプ

も

σ〉

自分のイメージするものをつくろうと ，素材

にこだわったり ，試行錯誤 Lたり Lてつ〈る。

O O 友だちのつく っているものを見ながら

真似たり ，友だち同士教え合ってつくる。

O 箱の形などを選びながら自分のつく町たい

ものをつくる。

ー、、
J

d

¥

《

f

/

、、，〉
d

、
f

，、〈、

な材料を考 !

;えたり ，よ りよい形を :

i試行錯誤したりする。

bき箱 ロールペーパー芯¥
牛乳パ y ク ベットボトル

ストロ ー 輪っか，紙皿，紙
コップ セロハンテ ープ

ガムテープなど

愛子宮ぢ万三玉主;--r ~': 
毛決6をいいt:ころを!

真似;ピ耳とり， 七九 り方i
t紘基;，，~~~2 ヰ1ZML ;
てつくろうとする。

空き箱 ロールペーパ
ー芯牛乳パック ベ
y トボトル ストロ ー

輪っか セロハンテー
プ ガムテープなど

発達の

時期

月
、、

クラ

O 箱在どをセロハ ンテープで

f寸ける。

l 自分で空き箱 「

!などを選んで， セ 1
iF7マモ子vープでi
1付けて好きなも i
11)_をq仁盈ι ! 

一一え
だ

'

一軍
せ
ム

一で
わ
れ
一

一一百
合
り
一

この
み
た
一

一子
組
寸
一

一
自
を
つ
一

制

こ

ー

一ら
索
幻
一

一か
ら
震
↑

一中
か
も
一

一の
五
グ

一

司科
一え

一掬

一材
一考
ゑ

一

一な
いを
ム
一

一
々
の
ガ
み
-

一棟
一も

A

-

F
迎
。」

空き箱 ロ}ルベーパ

ー芯牛乳パック ベ
ットボトル ストロ ー

輪っか セロハンテー
プ，ガムテープ

遊

姿

も

の

空き箱 ロー
ルペーパー 芯
牛乳パック
セロハンテー
プ

~ 

年

中

児

ここ，持っ
ていてあげ
ようかヲ

をつくる。

磁函広す引』J日~刊b
:戸つてしい、必る o よれまて92経験を崇ゑ豆諸 ものとかかわっている。

j 本物に近いものをつくろうと ，恒5J;(1，lイメ ピヲE王瓦 忌つくってi
jいふ だだちと箆カ混 合家でつくる姿も見られる。

(たたかいごっこで使うものなど)自分のっくりたい ものO 

遊

ぷミ

姿
年

長

児 、

牛乳パック
ベットボトル
ロールベーパー芯
ガムテープ 空き箱

など

牛乳パック
ベットボトル

ロ ルベーパー芯
ガムテープ

も

σ〉
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-圃

② ごっこ遊び

発達の

時期

月

E E W 

4 5 6 7 ( 8 ) 9 1 0 1 1 1 2 
クラ

遊

ぶ

姿

年

少

' お母さんになって ，保育者を料 '

理でもてなしたり ，ぬいぐるみを

赤ちゃんに見たてたりして楽しん

でいる。 友だちと場を共有しつつ

も，自分の遊ぴに没頭している。

O 場を共有する友だちと一緒にごっこ遊びをする。

「仲間に入れてJfいい 'rぼくもお母さん!

ょ」等の言葉を交わしな

がら自分のなりたい役

になってごっこ遊びを楽

しむ。

O 自分のなりたい役になりきってごっこ遊びをする。O 皿に料理をのせたり，ぬいぐるみを寝かせたりする。

‘ 、ー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

時折，ぷっかり合、

いながらも我慢し

たり，順番を待った

りして，友だちの思

いに気付きながら

'遊びを楽しむ。

も

の

ままごと七 y 卜

ぬぐるみエプロン

(自分の遊びのた
めに使う )

ままごとセ y ト
ぬぐるみエプロンカ

セ y トテープラジカセ

(自分の遊ぴのために
使う)

ままごとセ ット
ぬぐるみエプロン 等

(友だちと貸し借りし
ながら自分の遊ぴの
ために使う)

児|……↑ー…

O ドーナツ尽きんを開き，年中児にもドー O ジュース崖きんを聞き ，

ごっこをする。

O 友だちと役割を話し合いな O 絵本や劇lのお話を基にして，必要なものを準備してお庖屋

がらままごと遊びを楽しむ。 さんごっこやレストランごっこを楽しむ。 r

( これまでの経験をもと:: 自分がやりたいことを:
iにして，友だちと必要なけ考え， 保育者と必要なも
1道具を準備したり，役割 :iのを準備してお庖虚さん
iを話し合ったり しながら けごっこやレストランごっ
1こ・っこあそびを楽しんで jjこを聞いて年少児をお客

iいる。 11として呼んで遊ぶ。

O テレビの登場人物になりきったり

家族ごっこをしたりする。

O 

も

σコ

セロノ、ン

テープ エプロン
ままごとの茶碗な
ど

絵の兵水入れ
ポリ袋 ベァトボト
Jレ ストロー 紙コ

ァプなど (お客さんに
渡すために使う)

エプロン まま
ごとの茶碗 ど

んぐりなど

(友だちと遊ぶた
めに使う〉

ダンボール モール

平テープ お蘭の輪っか
ドングリ 折り紙など
(后の商品をつくるために

使う)

年

中

児

り
な

友
に
を

な

に

'
緒
ぴ

が
の
て

一
進
。

分
も
っ

と
こ
む

向

固

い

品

c
e
つ
つ
?ν

た
円

だ
ご
楽

遊

ぶ

姿

年長児がしているのを 1
n似て ，保育者と一緒に(
ジュース屋さんごっこや l
アイスクリーム屋ごっこ:
などをやってみようとす j
る姿が見られる。

-ーー--・ λ.一一ーー・ーーーー一 、ーーーーー・ーーー・・・ーー・--------'" 、 一ーーーーーーーーーーーー--ーーーーーー--ーーー一ー一一一ーー・・ F ・---ーーーー--一一一ーー・ーー一一ー一一ーーーーーーーーーー.....守守.- - --ー一一一一一一一一

遊

ぷ

姿

~
て
整

メ

ら

て

イ

一
つ
を

イ

が

め

一

一
合

場

の

な

進

一
い
ぷ

の

い
を

一

一誘
遊
J
J

合
び

一

一
と

で

d
え
遊

一
ち
ち

ι伝
て

一

一
だ

た

わ
を

し
。
一

一
友

分

J

ジ

夫

る

一

-

自

え

-
工
い

一

年

ナツをふるまう。

: 年中の頃のピスケット屋さんl
jの経験を生かして，自分たちでおj
: I苫を開き ，年下の友だちをお客と;

;して迎えている。

: 遊びに必要なもの(ジl
iユース ，看板，メニュー

lチケ ットなど)をつく i
， 1) ，お容を呼ぶための場j
iを整えている。

O 友だちと一緒にアスレチックをジヤング

ルに見立てて遊ぶ。 - 、

自分たちのイメージ:

(する世界をつくり出i
lし，友だちゃ保育者に 1

1も楽しんでほしいと演i
l出を楽しんでいる。 ; 

長

児卜一十一一一

正方形の白い紙 ①ー① ペットボトル花紙白い
も (広告紙)ベン 紙(メニュー看板，チケ ベットボトルカァプ 仕 切 アスレチ γクプル 合くD

肌は さ み ポリ ットをつくる)ペン蘭板 花紙絵の兵じよ ーシートロープ

の 袋 (お客にふる ⑦ (メニューを抑む)(お客 うごストロー 、 :'-..-/ I (イメージしたも
まうために使う) を呼ぶためのものをつく (イメージしたもの ① のをつくる) ① 、、 ， ， 

るために使う) をつくる)
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③ 大型積み木

発達の

時期

月

H m 

( 8 ) 6 9 1 0 1 1 1 2 

O 年長児や年中児がつくった迷路を歩ぃ O 並べたり ，積んだりして家や迷路に見た

て遊ぶ。 園田'弓司汁r・てて遊ぶ。

~'C 1------ト

5 7 4 
クラ

遊

ぶ

姿

年

少

ー 初めての園生活を楽しむ年少児，見るもの，聞くもの全

:てが新鮮で 1J羽.II期は園庭や保育室で過ごすことが多い。

儀式等でも 利用するプレイルームは，まだ特別な空間のよ

うである。そのため，プレイルームにある大型積み木を使

って遊ぷ姿は多くはないが，梅雨時，室内で過ごす機会が

増えてくると ，保育室にあるソフト僚み木を並べたり ，積 ー

んだりして楽しむ姿が見られるようになってきている。

保育者と一緒に，
l積み木から落ちない j
lように歩く のをそれ l
jぞれ楽 しんでいる。

も

σコ

[大型積み木 ト

O 友だちと 一緒に積み木を O 基地や家をつくったり ，迷絡をつくったりして遊ぶ。 O 保育祭のソフト積み木を使って， レストラン

などをつくりそこでのごっ こ遊びを楽しむ。

友だちとっくり:

たいものを癒して j
決め， その場を使 :
つてのごっこ遊び ;

を楽しむ。

積んで遊ぶ。 同じクラス ;

の友だちだけ :

でなく， 異年:

齢児も一緒に!
遊ぴを楽し:
む 。 :

私たちのお家が
ーできたね。

ここをみんなの基
地にしようよ。

年

中

児

一

楽

わ

一

と

る

味

一

ち

く

?

一

だ

っ

月

一

友
に
さ
。
一

緒
し
う
一

遊

ぶ

姿

‘・・・・・・・・・ーーー

も

の

〔232みさ γ トI 〔大型緩み木
跳び箱 7 ツト

ソフト積み木

ごっこ遊びに使
うお蘭 マント

など

O すべり台をつくって，年下の友だちも仲間

に力日わる。

遊 I. つくったものに喜びを感じ，年長児になっ ;

ぷて年下の友だちにも優しくしようとする。
l 、・・--

W 

[大型積み木 』

のたつ，、つ

一
言
並

遊

一
の
で
て

一
等
ち
し

一
J

た

り

一
て
分
だ

一
れ
自
ん

一

入

て

積

。

一
に

つ

'

る

一
間
使
り

い

一

仲

を

た

で

一
「
業
ペ

ん

⑦ 
O プレイルームの積み木を会部並べてお化け

屋敷などをつくり ，友だちゃ先生をl呼ぶ。

f ここがお化け屋敷の入門口です。

一

合

イ

一

一
し
ダ
一

ι
i

。一

ii

，
t
-

一
を
ペ
レ
一

一
ジ
並
楽
一

二
を
を
一

一
メ
木
ぴ
一

一
イ
み
遊

一
と
積
な
一

↑
ち
ら
ク
一

一
だ
が
ツ
一

一
友
な
ミ
一

-

い

ナ

O 同じクラスや異年齢の友だちを仲間に入れながら，っくりた

いものをつくって遊ぶ。(宇宙船，ロポット，迷路，家など)
O 宇宙船やタイ ムマシンをつくり，友だちゃ保育者を誘う 。

i 友だちとイメージを出し合い，イ;必画調理哩E-Jどこの時代

;メージを共有しながら遊んでいる。 i・・t通盟副「 に行きたい・・・..・'1 ですか?O 長い迷路をつくる。 ・・・B・..¥、 、.， fJ-

j 友だちと一緒に積み木を並べ，つ ;

:くったものを使って みんなで遊ぶ 1

i楽 し き を 味 わ っている。，

一緒に遊ぶメンバーが入れ

替わりながらも，一緒に遊ぶた

めのイメージを伝え合って遊

びを楽しんでいる。

J
I
h一

一U時半
l
L

年
姿 いいよ、 1 00までつ

なげよう
仲間に入 、

長

児

れて!
よ l

‘ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーー'

大型積み木

" .. ;ト 跳び箱

踏み切り板

大型積み木 7 ツト

跳び箱 踏み切り板

ままごと道具 など

も

の

大型積み木

7 "j ト 跳び箱

踏み切り板
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' 

(イ)園庭での遊び ①砂場遊び

発達の

時期

月
4 5 

クラ

る〆、つ'z
 

理

-、
料

一い

し

場

自

没

'
一
わ

楽

と

も

に

り

一
味

を

ち

ら

り

盛

一
を

ぴ
だ
が

く

'

吃

↑
触
遊
ぷ
な

づ
'
h

副町

一
感
'
ふ
し

理
い

は

一
の
ら

い
有

料
て

皿

一
砂
が

で
共

の
し

〉

一

な

ん
を

分

頭

:
'
 

ぷ

姿
年

少

児

遊

どう ぞ !

も

の

砂 皿 おたま
レンゲ スプーン

(自分の遊ぴのた
めに使う)

E 

6 7 ( 8 ) 

o i毎や山， 足湯などをつくり，車を走 らせ

たり .水を流したりする。

海や 山， 足 : C'""..l -~孟 ピュ -1
'湯などに それ

ぞれ見立てな

がら，砂と水

の感触を楽し
，んでいる。 :1ちいいよ !

砂水鉛 ベ
ッ トボ トル ス

コップ(自分の遊
ぴのために使う)

O 友だちゃ保育者と 山や川をつくる。

{ 友だちゃ保育者と 一緒に水 j
;を運ぶ人，土を掘る人など筒 i
i単な役割を決めて遊ぶ姿が見 i
lられる。 隣で因子づくりをし l
jていた友だちも {中間 に入り

i山に団子を並べるなどアイデ 1

1イアを出して遊ぶ。

る，r
、つ

みぜ理
4
ル
'

4
'q
，
 

てつ
一
を

く
え

滅

い

伎一

水

つ
加

加

た

L
一

を

一
に
理

-h
を
り
じ
一

吐

一
砂

料

U
量
パ
ん
ご

いハ

一
や
て
楽

の
パ
を
一

R
一
土
ぜ
を

水
て
の
一

O
一'

混

り

る
し
も
一

遊

ぶ

姿

年

中

児 ‘ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー..ーーーーー'

も

の

土水スプーン

おたま 洗面総

(一人ずつ楽しむ
ために使う)

年

一
し
図

書
同
屋
一

一整

や

保
ト

一調
ト

や

一

-

一を
一

ち
レ
'
一

一nM
レ
だ
コ

ι一

一
の
コ

友
ヨ
い
一

一水
ョ

'
チ
て
一

'
チ

り

'
い
一

一
土

'

く

い
開
ι

一
や
ら
つ

誘
を
一

一
砂

が

を

を
ん
一

ん

な

子

者
さ
一

遊

ぶ

姿

砂 水鉛

スコ ップ じようろ

ベットボトル

(友だちと貸し借
りをして使う)

、ー・ー・・ー・ーーーーーーーーーーーーーーー'

m 

9 1 0 

O その場にいる友だちと 一緒に砂に

水を加えて.料理づ くり

料理づくりで も砂‘
t に水を混ぜて，感触

を楽しみながら チョ

コレートやジュ ース

などに見立てて遊ん

でいる。

砂水バケツ
茶碗 レンゲ

(自分の遊ぴの
ために使う) 一一⑦

O 友だちと 一緒に山に トンネルつ くっ たり，

線路をつく って電車を走らせたりして遊ぶ。

' 保育者が仲間に入らなくても，子j
jども同士で トンネルをつく ったり

1トンネルを つなげて線路をつく った;

;りして遊んでいる。

砂水 トンネル

給電車スコ ップ
バケツ スコ ップ じ

ようろ

{友だちと一緒に使う)

O 海やl竜，ぬをつ くる。

仕 切
⑦ 

l 互いのイメ ージを出し合 って楽しく遊;

!ひ¥ 役割を分担して遊びを進めている 。さj
jらに遊ぴを面白くするアイデアを出し合っ;

:て じっく り遊んでいる。 i 
、
..ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，司ー・ーーーーーーー'

W 

1 1 1 2 

O 友だちと 言葉を交わ しながら 一緒に川をつく

り.船を浮かべたり.列車を走らせたりする。

O 友だちと 一緒にチャ コレート やス ープなどの

ごち そうをつくり ，保育者に振る舞う 。

備

ご
つ
し
て

準
て

り
夫
つ

を
め

盛

工

舞

具

集

。
を

る

道

を
る

ど

援

で
砂
く

な
に

ち
ゃ
っ

て
者

た
土
を

立

育

分

'

う

見

保

。

自

て

そ

や
'
ぷ

し
ち

け

て

遊

仕切
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O チョコレート 度さんを聞き，友だちゃ O 池や山，温泉をつくる。

保育者にごちそうする。 ・~ ，)・・・・ "一一一一一一一一、
池や山など互いのイ l

iメージを出し合って楽i
jしく遊んでいると ，次j
i第に遊ぶメンバーがI曽l
jえていき ，自分たちで ;

j役割を分担して遊ぴを 1

1進めている。 ，

「仲間に入れてJrいい)

よ」等，言葉を交わしなが;

ら，友だちと一緒に穴を披

ったり，水を流したりして j
川に見立てて遊ぶ。

砂水 ペ γ トボトル船

列車スコ yプ

(自分の遊ぴのために使った

り，貸し借りして使ったりする)

砂土水バケツ洗面器

しゃもじス コップ 皿 ス

プーン テープル コップ

(保育者に振る舞うために使

う)

だ
-
A

友
一i
，

ヮ

一
た
J

み
一
つ
い

し

一
飾

や

楽
一を
じ

を

一
れ
ん

理
一
こ
い

料

f
て

。

つ
る

使
す

を

う
殺
そ

籾
ち

実
に

や
者

世
相
育

の
保

木
や十つ。 ヘ

の
の
に

上
誘

一
も
も
緒

来

を

一
た
な
一

出

者

。

一
し
要
と

。
育
、
っ

一
ジ
必
ち

る
保

ま

-
一
に
だ

い
や
る

一
メ
め
友

て
ち
ふ

一
イ
た
'
め

だ

を

一
の
る

し

進

友

理

一
分
く
備

を
と

料

一
自
つ
準

び
る

て

一

を

を

遊
が

つ

土 水 スプーン 砂水 申告 砂 水 骨骨 砂水 洗面~ス プーン

も おたま洗面総 トンネ Jレ トンネ Jレじようろ コップ 皿 木の葉 ・実

11皿 テーブル スコγプ バケツ スコ ップ バケツ 籾殻 ブルーシー ト

の ( ;お客さんのため (役割を分担して (役割を分担して (自分たちのイメージした

の準備に使う) 使う) 使う) ものをつくるために使う)
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o lllli番を守ったり ，交代で乗ったりする。

遊

ぶ

姿

年

少

児

O 保育者や年長児に押してもらいながら

乗る。
O 自分でぶらんこを漕ごうとする。

、

:ぶらんこの漕ぎ方

のこつをつかみ，

中には立ち i哲ぎも

楽しむ子どもも見

られるようになっ

;てくる 。

一
白

気

一
面

の

一
の

風

一
こ
り

一
ん
知

一
ム
ソ
志
弘

一
ぷ
さ

持ちよさを味わ

っている。
， 

、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'

も

σコ

ピニ トJ ピニ

中
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年 1 姿

年

O 一人で乗ったり，保育者に

押してもら ったりして乗る。

O 友だちと 二人乗りをする。

年長児のしてい ;

ることを真似て友 j
だちと一緒にぶら:

んこに乗る楽しさ:

を味わっている。

O 自分でぶらんこを漕ぐ。

ム-温包どI
r貸してj等の言葉を使つ

iて友だちと交代で乗った

:札乗っている友だちを

!押してあげたりする。

一泡
と

ち

味

一
を
こ

持
に

一
こ
う

気

分

一
ん

わ

る

存

一
ら
味
き

を

一
ぷ
で
で

き

一

い
の

よ

遊

，、

年上の友だちがしている

乗り方を刺激にして， 自

分で漕いだり，立ちi曹ぎ

をしたり， 二人乗りに挑

戦しようとしたりする。

。。
いにしたい 1

~ 

わっている。

も

(J) 

ヒ竺1~ 

ピこ ピニ

O 一人で座って漕いだり ，立ってi瞥しもだり，友だちと二人乗りをしたりする。

O 年下の友だちのぶらんこを押してあげる。

遊

ぶ

姿 rLd 

O 友だちのぶらんこを押してあげたり ，友だちと教え合ったり

自分ができるようになったことを保育者に見せる。

友だち同土で立ち漕;

!ぎの仕方などを教え合 j
iい，できるようにな っi
iたことを保育者に見せ :
:てくれる。 ，

一
の
の
し
ち

川

一

一て

下
く
持
、

一し

年

し

気

日

一

一
ι弘
優
、
つ
ゲ
一

月
も

に
い
な
一

一
回
震
を

ち
と
く

一

一
年
覚
だ
う
強
一

↑

自

友

ょ

が

これまでの経験を生か1

1して，ぷ らんこを高く漕

:川しい、だときの也心、地よさや友;

:だちと 一緒に楽しむ面白i
;さをI!床未わつている。，

先生，
見て見て -1

O 友だちと誘い合ってぶらんこに乗って遊ぶ。

j これまでの経験から，ぶらんことかかわる楽しさを知っており ，友だちと 一緒に遊ぶ中でぶら1
1んこに立ち寄り，様々な乗り方をして楽しんだり ，ぶらんこを漕ぐ高さを競い合ったりしている。l

O ぶらんこに一人で立ち寄り，ぶらんこをi曹ぎながら風を切る心地よさを感じる。

これまでの経験から，ぶらんこで風を切る心地よさを知っており ，ぶらんこに乗りながらゆっj
lたりとした時間を楽しんでいる。

長

児
高いで Lょう 1

ピニ

国

巴 う 叶G
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遊

ぶ

年 l姿

少

も

の

O ぶら下がったり ，異年齢児の技を見たり

する 。

: 異年齢児が鉄 l

j憾 で 遊 ぶ 姿を見

:て，自分もしよう

iとする。

、ー・ー---一ーーーーーーーー・・'

歴二~(bの

遊

ぶ

姿

年

中

児

O 保育者と 一緒に ，鉄棒にぶら下がったり ，前

回りをしたりする 。

O 保育者に見守られながら，鉄稼にぶら下

が ったり，前回りをしたりする 。

rわたしもしたい」等の!

;言葉を使って，友だちの i
l遊びを刺激にして挑

jしようとしている。「 前回りができた !OO<

O 友だちの遊 びを刺激にして，いろいろな

技を楽しむ。

ーー・一一一一一| れ，してみたい。

:友だちの遊び』こ興 一一

， I味をもち， いろいろ

な技を楽しむよう

にな ってきている

jぶら下がったり，前回

iりをしたり，友だちの i
l遊ぴを見たりする。

一一一一一一一一一ー・ んに教えても らっ たの!

歴二~ 歴二〉E二トlもの

O ぶら下がったり ，前回りをしたりする。

j 友だちゃ保育者に教えてもらいながら， 新しいことに蜘しようとする姿が見られる。 ? • 
O 友だちゃ保育者に教えてもらいながら，前回りに挑戦する。

j 友だちゃ保育者と一緒にいろいろなぶら下がり方をしたり ，前回りをしたりして遊ぶ。 イ

遊

ぷ

姿

O 様々な高さの鉄棒で前回りをする 。

これまでの経験j

を生かして，様々な

高 さの鉄篠で回る

心地よさを味わ っ

も I[翌二}(bナ一円 座コピYべ自分) 恒二〉
Q) 

年

も

の

ている 。長

児
‘ 、ーーーーーーーーーーーーーー唱ーー'

O 友だちのや っているのを見て逆上がりに挑 O 友だちと誘い合って，鉄棒遊びを楽しむ。

j これまでの経験から騨とかかわる楽しきを知って剖， 友だちと 一緒に遊ぶ中で鉄棒にi
j立ち寄り，足をかけてぶら下がったり，前回りや逆上が りをした りして遊んでいる。

哩二〉

戦する。

r逆上がりをや ってj
iみたいJという気持ち j

lをも って， 友だちと挑i
j晩しようとしているJ

保.二人で背中合わせにな

ると逆上がりできるよ 。

4・..0 同じクラスの友だちゃ異年前官の友だちに自分のできることを教える。

川内 j 鉄棒で遊んでいる友だちを見付けると ，近付いて線子を見たり ，一緒に仲間に入 って遊んl

~~~ だり， 自分のできることを教えたりしている 。
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